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自分を好きになる 

向暑の候、梅雨の晴れ間には子供たちが元気に外で遊び、校庭の芝生は青々として、まっすぐに育

っています。 

さて、今回は、あるパラリンピアンの方を招いて講演会をしていただいた時の話を紹介します。 

 その方は、パラリンピック陸上競技日本代表の鈴木徹さんです。鈴木選手はパラリンピック陸上「走

り高跳び」競技の第一人者として活躍されていて、自己最高記録の２ｍ０２㎝は現在でも出場クラス

の日本記録であり、アジア最高記録でもあります。 

 鈴木選手は、元々はハンドボール競技の選手でした。高校の全国大会でも優秀な成績を納め、将来

のハンドボール日本代表選手として、多くの方々から期待をされていました。しかし、大学に進学す

る直前、車での交通事故を起こし、右足の膝から下を失ってしまいます。ハンドボールコートの中を

誰よりも速く、自由に走るという、これまで当たり前にできていたことは、もうできなくなってしま

いました。「なんでこんなことに…」大きな喪失感と将来への不安で、鈴木選手はとても苦しみまし

た。 

鈴木選手が病院の施設で少しずつ歩く訓練をしていた時、義肢装具士である臼井二美男さんに出会

います。義肢とは、事故などが原因で失った手や足の代わりになるよう、身に着ける装具で、日々の

生活を助けてくれる器具です。それから鈴木選手は賢明なリハビリ生活を送る中で、陸上競技の走り

高跳びに挑戦することを決めます。スポーツ用の義足を着けて、歩くことから走ること、そして跳ぶ

ことへ、少しずつ少しずつ再び競技スポーツができることを願い、一生懸命に日々努力を重ねました。

そして、日々の努力と多くの方々の支えにより、再び運動ができるようになった鈴木選手は、１年後、

走り高跳びの選手として、日本を代表する選手になりました。 

 

 鈴木選手は講演会の最後に、こう話してくれました。 

「私は交通事故で右足の一部を失いました。そのことは周りの人と比べると大きな違いでもありま

す。しかし、その違いを受け容れ、自分ができることを一生懸命にやろうと思いました。みなさんも、

時に周りの人と自分を比べることがあるかも知れません。そして、その違いに悩んだり落ち込んだり

することがあるかも知れません。でも、誰にでも、その人なりのよさが必ずあります。だから、みな

さんには、今できることを一生懸命に取り組んで自信をもってほしい。そして、今の自分を好きにな

ってほしい。」 

 

 芝山小学校の子供たち一人一人にも大切なよさがあります。「自分を好きになる」その気持ちをも

って学校生活を送ることができるよう、これからも教職員一同、子供たちを支えて参りたいと思いま

す。 


